
１．整備計画名 かながわの安全で魅力ある漁港・海岸づくり計画

２．整備計画年度 平成22年度～平成26年度（５年間）

３．計画策定主体 神奈川県

事後評価項目 評価の内容

① 交付対象事業の
　 進捗状況

・水産物供給基盤整備事業　横須賀西部・三浦地区
　平成22年度に完了した。

・水産物供給基盤整備事業　佐島地区
　計画期間内の事業は完了した。

・漁港漁村環境整備事業　小田原地区
　計画期間内の事業は完了した。

・漁港漁村環境整備事業　腰越地区
　平成25年度に完了した。

・漁港漁村環境整備事業　福浦地区
　事業を廃止した。

・海岸保全施設整備事業　北下浦漁港海岸
　計画期間内の事業は完了した。

・効果促進事業　北下浦漁港海岸
　計画期間内の事業は完了した。

・海岸環境整備事業　小田原漁港海岸
　平成24年度に完了した。

② 事業効果の発現
　 状況

・水産物供給基盤整備事業　横須賀西部・三浦地区
　平成22年度の事業完了により事業効果が発現した。

・水産物供給基盤整備事業　佐島地区
　計画期間内の事業完了により事業効果が発現した。

・漁港漁村環境整備事業　小田原地区
　計画期間内の事業実施により事業効果が発現した。

・漁港漁村環境整備事業　腰越地区
　平成25年度の事業完了により事業効果が発現した。

・漁港漁村環境整備事業　福浦地区
　事業を廃止したため非該当。

・海岸保全施設整備事業　北下浦漁港海岸
　計画期間内の事業完了により事業効果が発現した。

・海岸環境整備事業　小田原漁港海岸
　平成24年度の事業完了により事業効果が発現した。

農山漁村地域整備計画における事後評価



事後評価項目 評価の内容

③ 成果目標の目標
　 値の実現状況

・横須賀西部・三浦地区において、設置から３年後を目処に増大する
　カジメ藻場の現存量：15.5ｔ
　→　事業完了により、三浦市城ヶ島のアワビ水揚げ量について、整備前10年
　　　間の年平均は2,440kgであったが、整備後５年間には年平均2,700kgと増
      加し、目標を達成した。

・北下浦漁港海岸の背後地と、佐島地区において越波浸水被害から防護
　される区域：2.6 ha（7.4 haのうち）
　→　計画期間内の事業完了により目標を達成した。（防護面積：2.6 ha）

・小田原地区において災害時の資機材置き場の整備に係る擁壁工：180ｍ
　→　計画期間内の事業完了により目標を達成した。（擁壁工：183ｍ）

・腰越地区において係船岸充足率を向上：10％
　→　事業完了により、目標を達成した。
　　　（施工実績 L=40ｍ／所要延長 L=408ｍ）

・福浦地区において今後の漁港整備に資する設計業務委託の完了：１式
　→　事業廃止により非該当。

・小田原漁港海岸の背後地において越波浸水被害から防護される区域：4.8 ha
（7.4 haのうち）
　→　事業完了により、目標を達成した。（防護面積：4.8 ha）

④ 今後の方針

整備計画年度を平成27年度～31年度（５年間）とする新たな計画を樹立し、今
後とも漁港施設の整備を進めるとともに、集落を守る防災施設や海岸保全施設
を整備することにより、水産業の効率性、生産性の向上と、安全で魅力ある海
岸づくりに努めます。


